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告示 
○ 草加都市計画事業三郷インター南部土地区画整理事業に係る環境影響評価事後調査書

の縦覧（環境政策課） 

○ 令和４年度准看護師試験の実施（保健医療政策課） 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
十
九
号 

 
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
第
三
十
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
三
郷
市
か
ら
三
郷
市
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
草
加
都
市
計
画
事
業
三
郷

イ
ン
タ
ー
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
事
後
調
査
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
例
第
三
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
四
年
十
月
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

縦
覧
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課 

 
 

埼
玉
県
越
谷
環
境
管
理
事
務
所 

 
 

三
郷
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
課 

 
 

八
潮
市
都
市
計
画
課 

二 

縦
覧
の
期
間 

令
和
四
年
十
月
十
一
日
（
火
）
か
ら
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日
（
金
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土

曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
） 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
五
十
号 

 
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、

埼
玉
県
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
行
う
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

試
験
の
期
日
及
び
場
所 

二 

試
験
科
目 

 
 

人
体
の
仕
組
み
と
働
き
、
食
生
活
と
栄
養
、
薬
物
と
看
護
、
疾
病
の
成
り
立
ち
、
感
染
と
予 

 

 

防
、
看
護
と
倫
理
、
患
者
の
心
理
、
保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み
、
看
護
と
法
律
、
基
礎
看
護
、 

 

成
人
看
護
、
老
年
看
護
、
母
子
看
護
及
び
精
神
看
護 

三 

受
験
資
格 

 
 

次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

 

イ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学 

 
 

大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
二
年
の
看
護
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
（
令
和
五
年
三 

 
 

月
に
修
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 

ロ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た 

 
 

 
 

 

准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
令
和
五
年
三
月
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。)

 

 

ハ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学 

 
 

大
臣
の
指
定
し
た
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短 

 

 
 

期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
令 

 
 

和
五
年
三
月
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 

ニ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学 

 
 

 
 
 
 

大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者 

 
 

（
令
和
五
年
三
月
に
修
業
す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
。
） 

 
 

 

ホ 

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
都
道
府
県 

 
 

 
 

知
事
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
令
和
五
年
三
月
に
卒
業
す
る
見
込
み
の 

 
 

 
 

者
を
含
む
。
） 

 

ヘ 

外
国
の
看
護
師
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に 

 

令
和
五
年
二
月
五
日
（
日
） 

試 

験 

期 

日 

聖
学
院
大
学
（
埼
玉
県
上
尾
市
戸
崎
一
番
一
号
） 

試 

験 

場 

所 



 
 

相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以 

 
 

上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の 

 
ト 

外
国
の
看
護
師
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に 

 
 

相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
ヘ
に
該
当
し
な
い
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る 

 
 

基
準
に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
た
も
の 

四 

受
験
手
続 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
第
二
十 

七
条
に
規
定
す
る
受
験
願
書
及
び
書
類 

 

ロ 

試
験
手
数
料 

 
 

 

六
千
九
百
円
を
埼
玉
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。 

 

ハ 

提
出
期
間
及
び
提
出
方
法 

 
 

 

令
和
四
年
十
二
月
五
日
（
月
）
か
ら
十
二
月
九
日
（
金
）
ま
で 

 
 

 

埼
玉
県
准
看
護
師
試
験
セ
ン
タ
ー
（
新
越
谷
郵
便
局
私
書
箱
一
号
）
宛
の
簡
易
書
留
に
よ 

 
 

る
こ
と
。
な
お
、
提
出
期
間
最
終
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。 

五 

合
格
発
表
の
場
所
及
び
期
間 

 

イ 

埼
玉
県
庁
本
庁
舎
一
階
南
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
掲
示 

 
 

 

令
和
五
年
三
月
十
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 

ロ 

埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載 

 
 

 

令
和
五
年
三
月
十
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
四
月
十
日
（
月
）
午
後
五
時
ま
で 
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